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学校と家庭での算数・数学の学習の関連を図り，小学校から高等学校までの体系的な教材等を準備して，

一人一人の児童・生徒の実態に即した支援を行えば，基礎・基本の定着や発展的な学習等に効果がある

と考えられる。本プロジェクトではこれまでの小学校での実証実験の成果の上に，小中高等学校の体系

的な教材やＷｅｂ教材等の整備を進めている。これまでの実践結果から，学校と家庭の学習を結びつけ，

個に応じた問題やＷｅｂ教材を利用することで，児童は意欲的に多くの練習問題に取り組み，この傾向

は一人１台のパソコンを学校でも家庭でも利用できる児童ほど高くなることが分かった。 
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１. はじめに 

「楽しく学ぶ算数・数学プロジェクト」(以下，

本プロジェクト)ではネットワークを活用して学

校と家庭を結ぶとともに，小学校・中学校・高等

学校の算数・数学を体系的に学べる環境を整備す

ることにより，児童・生徒が算数・数学を「楽し

く学ぶ」（表１）ことめざしている 1) 2)。 

表 1 本プロジェクトのキーワード 

対象 キーワード 

児童・生徒にとって さんすう・数学がたのしい 
さんすう・数学がよくわかる 

教師にとって 便利である 
家庭での様子がわかる 

保護者にとって 学力面での安心感がある 
学校の子どもの様子が分かる 

 

本プロジェクトは，一人一人の児童生徒に応じ

たＷｅｂ上の小中高等学校の教材等を準備し，学

習が遅れがちな児童・生徒に対する支援，及び，

もっと学びたい児童・生徒への支援を行う（図１）。 

 
 

本プロジェクトではこれまで次のような整備を

行ってきた。 
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2000 プロジェクトの全体設計と資料収集，ド

リル問題「ちからだめし」の整理 

2001 Ｗｅｂ上のドリル問題（小学校用）の作

成とデータベースへの登録，Ｗｅｂ上で公

開，小学校での実践と実践事例の収集，報

告書の作成 

2002 Ｗｅｂ教材と領域毎のテキスト（小学校

用），Ｗｅｂ上のドリル問題の整備（中学校

用），テキストと動画（高等学校用），実践

と実践事例の収集（小学校，中学校，高等

学校） 

本プロジェクトでは昨年までは小学校の問題作

成と実践を中心に行ってきた。今年度は，小学校，

中学校，高等学校での実践研究を進めることにし

た。 

２. 小学校での実践 

昨年，小学校１～６年の算数問題（ちからだめ

し）を作成し，小学校での実践を行った。Ｗｅｂ

上の問題を学校や家庭から利用することで，学校

と家庭はネットワークを活用して児童の学習に関

する情報を共有でき，児童の実態を以前より正確

につかむことができるようになった。更に，児童

の実態に即した指導を行うことができ，効率的な

学習が可能になることがわかった。また，実践に

あたった教師や保護者は児童が積極的に算数の学

習に取り組むようになったととらえていることが

わかった。 

今年は，実践の成果の上に次のような整備を

行った。 

・ 評価問題と解答等を作成してＷｅｂ上に用意

し，児童が学校や家庭から利用できるように

した。このシステムには，①力だめし（児童

用），②学習管理（先生用），③問題管理コー

ナー（管理者）の３つの機能を持たせた（図

２）。 

・ 児童の学習履歴を本人・教師・保護者が利用

できる環境を整えた。 

・ 児童が個に応じた進度で学習を進めることが

できるように，解答と小学校１～６年生を通

した領域毎のテキスト（印刷物）を準備した。 

 

図２ Ｗｅｂ教材の Top page 1 

 

昨年開発した「ちからだめし」問題は，岐阜大

学カリキュラム開発研究センターのデータベース

や岐阜県総合教育センター，坂内小学校，大薮小

学校のホームページから利用できる。「ちからだ

めし」問題と今年度開発したＷｅｂ教材，領域毎

のテキストを使って，県内の１３校で実践を行っ

た（図３）。 
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実践の結果，学校と家庭の学習を結びつけ，個

に応じた問題や解答等のＷｅｂ教材を利用するこ

とで，児童は意欲的に多くの練習問題に取り組み，

この傾向は一人１台のパソコンを学校でも家庭で

も利用できる児童ほど高くなることが分かった。 

この研究はＥスクエア・アドバンスのＩＴ教育

改善モデル開発・普及事業として，「岐阜県・算数

コンテンツ活用法改善プロジェクト」が実施した。

「岐阜県・算数コンテンツ活用法改善プロジェク

ト」は本プロジェクトに属する部会である。 

３. 中学校での実践 

本プロジェクトでは学習項目の作成と中学校３

年間のドリル問題の作成を行った。学習項目は平

成１４年度から実施された学習指導要領に沿った

中学校３年間分である。各項目には，目標コード，

表題，表題（かな），教科，校種，学年，学習項目

内容，上位目標コード，索引語，索引語（英語）

をつけた。 

また，ドリル問題の作成を行い，データベース

に登録するとともにＷｅｂ上で公開した（図４，

図５）。 

 

図４ 中学校ドリル問題 Top Page 

このドリル問題を使って県内の中学校での実践

を行った。実践は，生徒が必要とするプリントを

自分で印刷したり，教師が必要なプリントを印刷

したりして利用している。また，ドリル教材は昨

年開発した小学校版とともにＣＤで提供して実践

を行っている学校もある。 

 

図５ 中学２年の問題の目次ページ 

中学校の実践では，ドリル問題を復習問題とし

て個に応じて利用することで，生徒が積極的に問

題に取り組む事例が報告されている。 

４. 高等学校での実践 

本プロジェクトでは，高校生用のテキストとこ

のテキストを使った授業の動画を作成している。

「大学の数学への架け橋」と名付けたこの「楽しく

学ぶ数学セミナー」は，数学Ⅰ，数学Ａ，数学Ⅱ，

数学Ｂを学び終えた生徒が，すでに学んだ内容を

より深めたり，大学でさらに進んだ内容を学ぶた

めの準備をしたりすること目的にしている。テキ

ストを用いた授業は，大学教授や高等学校教諭に

よる講義を集録したものである。生徒はこのコン

テンツをＷｅｂ上で視聴し，同じくＷｅｂ上で提

供されるテキストを印刷して活用する。今年度は

約１０本のコンテンツを作成する予定である。 

５. Ｗｅｂ教材の開発 

本年度はドリル問題とともにＷｅｂ上で利用す

る小学校用の評価問題を作成している。これらの

評価問題はＷｅｂ教材として利用し，評価のシス

テムは２種類を開発する予定である 3) 4) 5)。 
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一つは主に小学校の低学年から中学生までが利

用するもので，１問だけ出題され，それに答える

と正答・誤答の判定が示されるものである。小学

校の場合，九九のように暗記したり，繰り返し計

算問題や文章問題をやったりする活動が多いた

め，その場で判定したり，解き方が分かったりし

た方が児童の学習意欲が高まるからである。この

システムでは，解答例を見たり，教師に質問した

りすることもできる。また，児童が解いた問題に

は解答によって異なる記号を付けて児童の意欲に

つなげる。 

もう一つは，主に中学生から高校生が利用する

もので，複数の問題が提示されそれに答えるもの

である。正答・誤答の判定や解答例の提示だけで

なく，解答の仕方によって，以前に学習した問題

を解いたり，領域毎に作成したテキストの問題や

解答例を見たりする示唆が提示される。 

どちらのシステムも履歴をとることができ，同

一の学習者の小学校から高等学校までの履歴がと

れるようにそれぞれのシステムのデータに互換性

を持たせたいと考えている。 

 

６. おわりに 

本プロジェクトは，小学校から高等学校までの

算数・数学の学習の支援を行い，算数・数学を「た

のしくまなぶ」ことをめざしている。そのため，

本プロジェクトには，岐阜大学，岐阜県総合教育

センター，実践参加校，教育関係の企業，ボラン

ティアの教師等が係わっている。今後，この組織

を更に発展させ，次の研究を進める予定である。 

① 小学校の評価問題に加えて，中学校の評価問

題を作成し，実践校を募集し，実践に参加す

る児童・生徒数を増やして実践事例を収集・

公開する。 

② Web 上の問題の改善・追加を行う。基礎的な

問題だけでなく，発展問題を増やすとともに，

難易度で区別できるようにする等の検討を加

える。 

③ Web 上の評価問題の提示方法や個人履歴の管

理や活用方法について研究する。 

④ 動画と同期したプレゼンテーション画面，そ

れにともなうテキストの活用事例を収集し，

活用方法について研究する。 
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２つのシステムを準備 

数学問題力だめし（開発中） 

対象：中学校～高校生 
・複数の問題に解答 
・誤答のパターンにより，次に解く問題を

提示 
・履歴は本人・保護者・教師が利用 
・ヘルプ機能 
・解答の提示 

楽しく学ぼう算数力だめし 

対象：小学校～中学校 
・１問毎に正答・誤答の判定 
・解答の提示 
・ヘルプ機能 
・履歴が残り，児童向けに絵図で提示 
・履歴は本人・保護者・教師が利用 


